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は
じ
め
に

　
本
稿
の
課
題
は
近
代
日
中
両
国
間
の
金
融
関
係
の
特
徴
を
、
横
浜

正
金
銀
行
（
以
下
正
金
と
略
称
す
る
）
上
海
支
店
と
、
同
行
よ
り
先
に

中
国
に
進
出
し
た
英
系
資
本
の
香
港
上
海
銀
行
（H

ongkong

 
        and
    

ShanghaiB
anking

C
orporation

          
        
          
、
以
下
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
と
略
称
す
る
）
と

チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
（C

hartered
B
ank

of
India,

A
ustralia

a

 
          
               
          nd    

C
hina

 
    
、
以
下
Ｃ
Ｂ
と
略
称
す
る
）
の
上
海
支
店
、
こ
の
両
者
の
比
較

を
通
じ
て
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
二
〇
世
紀
初
頭
以
降
の
正
金
に
関
す
る
研
究
は
多
く
あ
る
が 
 

、

「
満
州
」
を
除
く
中
国
へ
の
進
出
に
つ
い
て
の
研
究
は
平
智
之
の
論

（
１
）

文 
 

の
み
で
あ
る
。
同
論
文
は
中
国
に
あ
る
上
海
、
天
津
等
の
支
店
の

預
金
・
貸
出
・
為
替
業
務
や
政
治
借
款
等
を
検
討
し
た
が
、
正
金
を

在
中
国
に
お
け
る
他
の
外
国
銀
行
と
比
較
す
る
と
い
う
視
角
を
持
っ

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
横
浜
正
金
銀
行
が
中
国
に
進
出
す
る
際
、

同
行
が
中
国
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
、
現
地
経
済
と
ど
の
よ
う

な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
か
な
ど
の
点
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
さ
れ

た
と
は
言
え
な
い
。
他
方
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
と
Ｃ
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
社
史

を
含
め
た
い
く
つ
か
の
研
究
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
銀
行
経
営
の
全

体
を
取
り
扱
う
も
の
で
あ
り
、
本
稿
の
対
象
時
期
に
お
け
る
上
海
支

店
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

　
上
海
は
中
国
の
最
大
の
金
融
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
中
国
進
出
の
成

（
２
）

【
特
集
２
】─〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
〕

横
浜
正
金
銀
行
上
海
支
店
（
一
九
〇
〇
～
一
三
年
）

　
　
　
─
香
港
上
海
銀
行
・
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
と
の
比
較
を
通
じ
て

─蕭
　
　
文
　
嫻



176

就
は
上
海
で
の
経
営
の
成
功
・
失
敗
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
上
海

の
外
国
銀
行
に
つ
い
て
、
中
国
の
伝
統
金
融
機
関
で
あ
る
銭
荘
へ

の
外
国
銀
行
に
よ
る
短
期
貸
付
を
検
討
し
た
西
村
閑
也
の
優
れ
た
研

究  
 

は
、
銭
荘
へ
の
短
期
貸
付
が
上
海
金
融
を
支
配
す
る
手
段
で
は
な

い
と
結
論
づ
け
た
。
こ
こ
で
は
、
同
研
究
を
踏
ま
え
て
、
正
金
上
海

支
店
の
経
営
を
預
金
業
務
・
貸
出
業
務
・
銀
行
券
発
券
業
務
の
三
分

野
を
中
心
に
具
体
的
に
分
析
し
た
い
と
考
え
る
。
為
替
業
務
が
外
国

銀
行
の
経
営
の
柱
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
触
れ
ず
、
現
地
業
務
に
焦

点
を
当
て
た
の
は
、
為
替
業
務
の
会
計
方
法
が
異
な
る
た
め
、
比
較

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
現
地
業
務
の

多
く
は
貿
易
と
関
連
付
け
て
行
わ
れ
る
の
で
、
為
替
業
務
の
一
端
を

側
面
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。

　
こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
正
金
の
『
半
期
報
告
』
や
、
東
洋
支
店
長

会
議
録
は
『
横
浜
正
金
銀
行
史
資
料
』（
日
本
経
済
評
論
社
復
刻
版
、

一
九
七
六
年
）
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
一
九
〇
八
年
以
降
の
報
告
書

は
大
蔵
省
『
銀
行
及
担
保
付
社
債
信
託
事
業
報
告
』
に
記
載
さ
れ
、

日
本
の
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
ア
ク
セ

ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
に
関
し
て
、
主
に
行
内
の

調
査
報
告
書
が
利
用
さ
れ
、
そ
の
す
べ
て
は
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る

H
SB
C
G
roup

A
rchives

 
  
 
  
      
       

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｂ
に
関
し
て
、

（
３
）

主
に
上
海
支
店
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
使
用
し
た
が
、
そ
れ
は
現
在

ロ
ン
ド
ン
に
あ
るLondon

M
etropolitan

A
rchives

 
       
             
       

に
所
蔵
さ
れ

て
い
る  
 

。
以
上
の
史
料
を
利
用
し
て
、
上
記
の
課
題
に
接
近
し
た
い

と
思
う
。一

　
日
中
貿
易
の
拡
大

　
こ
の
時
期
の
日
中
両
国
間
の
経
済
関
係
は
貿
易
が
主
軸
に
な
っ
て

い
る
。
日
中
両
国
の
貿
易
は
一
八
九
一
年
か
ら
一
九
一
三
年
の
間
に

急
速
に
拡
大
し
た
。
日
本
の
中
国
へ
の
輸
出
は
こ
の
二
二
年
間
に
お

い
て
五
八
〇
万
円
余
り
か
ら
一
億
五
四
〇
〇
万
円
ま
で
増
加
し
、
ま

た
同
期
間
の
日
本
の
中
国
か
ら
の
輸
入
も
八
七
九
万
円
か
ら
六
一
二

二
万
円
に
増
大
し
た 
 

。
一
九
一
〇
年
、
対
中
貿
易
の
日
本
の
対
外
貿

易
に
占
め
る
割
合
が
約
三
割
と
な
り
、
中
国
は
日
本
に
と
っ
て
か
な

り
重
要
な
貿
易
相
手
国
と
な
っ
た
。
他
方
、
日
本
の
中
国
の
対
外
貿

易
に
占
め
る
割
合
も
急
速
に
増
大
し
、
中
国
に
と
っ
て
も
日
本
が
重

要
な
貿
易
相
手
国
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
両
国
の
経
済
的
な
相

互
依
存
が
こ
の
間
急
速
に
高
ま
っ
た
。

　
日
本
か
ら
の
輸
出
品
内
容
を
見
る
と
、
一
九
〇
一
年
に
は
綿
糸
が

最
も
重
要
で
あ
り
、
一
九
一
一
年
に
な
る
と
、
綿
糸
に
加
え
、
綿

布
・
マ
ッ
チ
が
輸
出
品
の
上
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
産
業

（
４
）

（
５
）
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革
命
に
よ
っ
て
経
済
発
展
し
た
日
本
が
中
国
市
場
を
積
極
的
に
開
拓

し
た
結
果
と
言
え
る
。
綿
糸
・
綿
布
・
マ
ッ
チ
は
主
に
神
戸
港
と
大

阪
港
か
ら
輸
出
さ
れ
た
。
上
海
は
輸
入
に
関
し
て
中
国
の
最
も
重
要

な
港
で
あ
る
の
で
、
上
海
と
大
阪
と
の
間
の
経
済
関
係
は
そ
の
こ
ろ

か
ら
密
接
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
日
本
の
中
国
か
ら
の
輸
入
品
の

内
容
は
大
き
く
変
化
は
し
て
い
な
い
。
こ
の
間
に
お
い
て
砂
糖
と
、

油
粕
や
豆
類
な
ど
の
肥
料
が
一
貫
し
て
主
な
輸
入
品
で
あ
っ
た
。

　
日
中
両
国
の
貿
易
拡
大
の
背
景
に
は
、
日
本
の
経
済
発
展
と
い
う

経
済
的
要
因
と
と
も
に
、
日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
を
通
じ
て
中
国
を

は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
全
体
に
お
け
る
権
益
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
し

た
日
本
の
国
策
も
あ
る
。
貿
易
の
拡
大
に
は
金
融
面
の
サ
ポ
ー
ト
が

欠
か
せ
な
い
。
こ
の
時
期
の
ア
ジ
ア
の
貿
易
金
融
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。

二
　
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
銀
行
の
展
開

　
中
国
と
日
本
を
含
め
た
ア
ジ
ア
の
貿
易
金
融
は
、
一
八
八
〇
年
代

に
至
る
ま
で
は
、
主
に
英
系
資
本
の
国
際
銀
行
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
一
八
八
〇
年
代
以
降
に
変
化
が
見
ら
れ
た
。

　
表
１
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
九
一
三
年
に
お
い
て
、
東
ア
ジ
ア

に
は
一
○
以
上
の
国
際
銀
行
が
進
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
国
際
銀

行
は
例
外
な
く
中
国
に
支
店
を
持
っ
て
い
た
。
上
海
支
店
の
設
立
時

期
を
見
る
と
、
一
八
八
八
年
以
前
に
上
海
支
店
を
設
立
し
た
銀
行
は

二
行
に
過
ぎ
ず
、
二
つ
と
も
英
系
国
際
銀
行
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

一
八
八
九
年
以
降
、
国
際
銀
行
が
続
々
と
上
海
に
進
出
し
、
一
九
〇

二
年
に
な
る
と
、
上
海
に
は
一
〇
以
上
の
国
際
銀
行
の
支
店
が
あ
る
。

そ
の
多
く
は
、
い
わ
ゆ
る
帝
国
主
義
的
な
権
益
拡
張
と
い
う
政
治
目

的
を
果
た
す
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。
当
然
な
が
ら
、
一
九
〇
〇
年
代

の
上
海
金
融
市
場
で
は
国
際
銀
行
間
に
お
い
て
熾
烈
な
競
争
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

　
日
本
政
府
は
、
当
時
英
系
銀
行
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
日
本

の
為
替
市
場
の
商
権
を
回
復
す
る
た
め
に
、
一
八
八
〇
年
に
横
浜
正

金
銀
行
を
設
立
し
た
。
同
行
は
、
貿
易
に
関
連
す
る
為
替
業
務
を
専

門
と
す
る
特
殊
銀
行
で
あ
り
、
政
府
か
ら
多
く
の
特
権
お
よ
び
資
金

支
援
を
賦
与
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
八
九
五
年
以
前
の
同
行

は
ま
だ
資
金
力
が
弱
く
、
日
清
戦
争
の
賠
償
金
の
取
り
扱
い
を
契
機

に
急
速
に
成
長
し
て
い
く
。

　
正
金
も
一
八
九
〇
年
代
以
降
に
中
国
に
進
出
し
た
国
際
銀
行
の
一

つ
で
あ
る
。
同
行
の
中
国
に
お
け
る
支
店
網
の
展
開
は
図
１
に
示
さ

れ
て
い
る
。
上
海
支
店
、
香
港
支
店
及
び
漢
口
支
店
を
除
け
ば
、
同

行
の
支
店
は
華
北
と
中
国
の
東
北
（
す
な
わ
ち
満
州
）
を
中
心
に
設
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表１　東アジアに進出した主な国際銀行（１９１３年）

横浜店
設立年

上海店
設立年

本　支　店　数
設立
年次

国籍銀行名 東南ア
ジア

日本インド中国＊

１８８０１８５７１８２７６１８５７英チャータード（CB）
１８６６１８６５１３４３８１８６４英香港上海（HSBC）
─１８９３６０９１１８９２英マーカンタイル
１８８０１８９３０４２１５１８８０日横浜正金（正金）
１９０５１８８９０２０６１８８９独独亜
１８９８１８９６０１２８１８９６露露亜
─１８９８８０１６１８７５仏インドシナ
１９０２１９０２３２２５１９０１米インターナショナル
─１９０２０１０３１９０２白ベルギー
─１９０２４００２１８２４蘭和蘭

注１：＊香港を含む中国国内の支店数。
注２：チャータード銀行は Chartered Bank of India, Australia, and China、香港上海銀行は

Hongkong and Shanghai Banking Corporation、マーカンタイル銀行はMercantile Bank of 
India、独亜銀行は、Deutsch-Asiatische Bank、露亜銀行はBanque Russo-Chinoise、インド
シナ銀行はBanque de l’Indochine、インターナショナルはInternational Banking Corporation、
ベルギー銀行は Banque Belge pour L’Etranger、和蘭銀行は Nederlanische Handle-
Maatschappijの略称である。

出所：アジア各地にある店舗数に関して、チャータード銀行についてはMackenzie, Compton, 
Realms of Silver, 1954、香港上海銀行については、King, Frank H.H., the Hongkong Bank in 
the Period of Imperialism and War 1895-1918: Wayfoong, the Focus of Wealth, Cambridge 
Univ. Press, 1988, p.92 、マーカンタイル銀行については、西村閑也「英系国際銀行とアジ
ア、１８９０-1913年（３）」（法政大学『経営史林』４１巻２号、２００４年）、独亜銀行については西村
閑也・赤川元章・鈴木俊夫『国際銀行とアジア』（慶応義塾大学出版会、２０１１年出版予定）、
インドシナ銀行については、権上康男『フランス帝国主義とアジア─インドシナ銀行史研
究─』（東京大学出版会、１９８５年）、その他の諸銀行については、横内正雄「第一次大戦前に
おける東洋為替銀行の組織的行動」（権上康男・広田明・大森弘喜編『２０世紀資本主義の生
成─自由と組織化─』東京大学出版会、１９９６年）より作成。横浜店設立年及び日本国内本支
店数については立脇和夫『在日外国銀行百年史』（日本経済評論社、２００２年）２０頁より作成。
その他は東亜同文会編『支那経済全書第６輯』（東亜同文会、１９０８年）８０９～１４頁より作成。
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置
さ
れ
、
一
九
一
三
年
に
至
る
と
、
在
中
国
の
支
店
が
一
三
と
な
り
、

在
中
国
の
外
国
銀
行
の
中
で
支
店
数
が
最
も
多
い
銀
行
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
九
年
、
同
行
は
、
ア
ジ
ア
最
大
の
為
替
市
場
で
あ
る
上
海
に

あ
る
支
店
を
日
本
及
び
中
国
に
お
け
る
同
行
の
中
央
為
替
統
務
店
と

し
て
、
銀
通
貨
圏
と
の
間
の
為
替
取
引
を
同
支
店
に
集
中
さ
せ
た
。

こ
れ
は
上
海
の
重
要
性
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
正
金
上
海
支
店
の
経
営
実
態
を
見
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
、

特
に
現
地
で
の
預
金
業
務
、
貸
付
業
務
及
び
銀
行
券
発
行
業
務
を
中

心
に
検
討
し
て
み
る
。

三
　
正
金
・
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
・
Ｃ
Ｂ
の
現
地
業
務
比
較

（
１
）　
預
金
業
務

　
表
２
は
、
正
金
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
と
Ｃ
Ｂ
そ
れ
ぞ
れ
の
上
海
支
店
の
預

金
業
務
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
預
金
業
務
で
は
、
Ｈ
Ｓ

Ｂ
Ｃ
が
三
行
の
中
で
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
し
か
し
、
預
金
合
計
高
の
増
加
率
を
見
る
と
、
一
九
〇
〇
年
か

ら
一
九
一
三
年
の
間
に
、
正
金
は
八
倍
以
上
に
増
加
し
た
の
に
対
し

て
、
Ｃ
Ｂ
は
二
倍
余
り
、
ま
た
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
も
（
一
九
一
〇
年
ま
で
と
い

う
よ
り
短
い
期
間
で
あ
る
が
）
二
倍
余
り
に
し
か
増
加
し
て
い
な
い
。

一
九
〇
三
年
に
な
る
と
、
正
金
の
預
金
は
先
発
の
Ｃ
Ｂ
を
上
回
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
預
金
の
急
速
な
拡
大
は
、
一
九
〇
二
年
に
正
金
が
銀
通

貨
圏
の
預
金
吸
収
を
促
進
す
る
た
め
に
、「
在
清
国
各
店
資
金
運
転

方
針
」
と
い
う
新
た
な
経
営
方
針
を
打
ち
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
背
景
に
は
、
日
本
が
一
八
九
七
年
に
金
本
位
制
に
移
行
し
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
た
め
銀
が
流
通
し
て
い
る
中
国
と
の
間
で
金
銀
価
格

変
動
に
よ
る
為
替
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
銀
通
貨
圏
の
資
金
を
現
地
預

金
で
吸
収
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
同
行
上
海
支
店
は
他
の

長春
鉄嶺

奉天

上海

青島

天津

北京

漢口

香港

牛荘

芝罘

大連･ 旅順口

ハルビン

図１　横浜正金銀行の中国における支店展開（１９１３年）
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外
国
銀
行
よ
り
も
高
い
金
利
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
一
九
〇
八
年
の
不
況
に
よ
り
、
資
金
過
剰
に
陥
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
同
行
は
Ｃ
Ｂ
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
預
金
金
利
引
き
下
げ
に

追
随
し
な
い
こ
と  
 

に
よ
り
、
Ｃ
Ｂ
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
と
同
じ
よ
う
な
預
金

減
少
を
見
な
か
っ
た
。

　
正
金
の
預
金
業
務
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し
て
当
座
預
金
の
預

金
全
体
に
占
め
る
割
合
が
Ｃ
Ｂ
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
と
比
較
し
て
か
な
り
低

い
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
一
九
〇
五
年
、
〇
六
年

は
一
〇
％
台
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
六
〇

％
近
く
か
ら
七
〇
％
台
、
Ｃ
Ｂ
は
四
〇
％
近
く
か
ら
七
〇
％
台
に

あ
っ
た
。
当
座
口
座
は
一
般
的
に
外
国
商
人
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
る
。

Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
二
年
一
月
の
同
行
の
両
建

（
６
）

て
当
座
口
座
数
は
三
四
九
〇
に
の
ぼ
り
、
弗
（
メ
キ
シ
コ
ド
ル
）
建
て

当
座
口
座
数
は
三
二
〇
八
で
あ
る  
 

。
一
九
一
〇
年
の
上
海
の
共
同
租

界
と
仏
租
界
の
両
租
界
に
住
む
外
国
人
は
合
計
で
約
一
万
五
〇
〇
〇

人
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
が
い
か
に
外
国
人

の
間
で
利
用
さ
れ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し
て
正
金
の
預

金
全
体
に
占
め
る
当
座
預
金
の
比
率
が
低
か
っ
た
こ
と
は
、
当
座
預

金
口
座
数
が
少
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
後
に
見
る
当
座

貸
出
の
あ
り
方
と
も
大
き
く
関
わ
っ
て
こ
よ
う
。

（
２
）　
銀
行
券
発
行
業
務

　
銀
行
券
と
は
、
一
覧
払
い
手
形
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
銀
行
券
を

発
行
銀
行
に
提
示
す
れ
ば
、
額
面
に
書
か
れ
た
金
額
の
銀
貨
と
引
き

替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
の
外
国
銀
行
は
治
外
法
権

に
よ
っ
て
、
自
国
の
法
律
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
た
。

外
国
銀
行
の
上
海
で
の
銀
行
券
発
行
は
少
な
く
と
も
一
九

世
紀
七
〇
年
代
に
遡
る
が
、
中
国
人
の
銀
行
券
に
対
す
る

不
慣
れ
や
不
信
の
た
め
に
、
ま
た
、
関
税
の
支
払
い
手
段

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
流
通
高
が
少

な
か
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
の
義
和
団
事
件
の
際
、
上
海
道

台
（
知
事
に
当
た
る
官
僚
）
と
各
国
領
事
と
の
間
で
結
ば
れ

（
７
）

（単位：千上海両）

HSBC

合計当座預金定期預金
A/BBA

５９％１２,２３９７,１９８５,０４１
５６％１７,４８３９,８０６７,６７７
６１％１６,３０４９,９６７６,３３６
５８％１４,９４０８,６６７６,１７３
６０％１６,４０５９,７９１６,６１４
５７％１６,２７４９,２１５７,０５９
６１％１５,３０３９,３６４５,９３９
６６％１５,５００１０,２００５,３００
６７％２１,６００１４,４００７,２００
７１％２６,８００１９,０００７,８００
７４％３２,６５０２４,０００８,６５０
６７％２６,５５０１７,８５０８,７００

１１,７４０
１１,９２２
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た
「
中
西
議
定
保
護
上
海
租
界
城
廂
［
中
国
・
西
洋
間
の

上
海
租
界
保
護
議
定
書
］」
に
お
い
て
、
上
海
金
融
の
正

常
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
外
国
銀
行
と
上
海
銭
荘
と

の
間
の
協
力
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
議

定
書
の
中
で
は
、
銭
荘
の
金
銭
出
納
の
際
に
お
い
て
そ
の

一
部
に
外
国
銀
行
の
銀
行
券
を
使
用
す
る
と
い
う
条
項
が

記
載
さ
れ
、
こ
れ
は
中
国
官
僚
が
外
国
銀
行
の
銀
行
券
の

使
用
を
正
式
に
認
め
る
出
来
事
で
あ
り
、
外
国
銀
行
の
銀

行
券
流
通
高
の
増
加
を
も
た
ら
す
契
機
と
な
っ
た 
 

。

　
一
九
〇
二
年
、
正
金
は
上
海
で
銀
行
券
を
発
行
し
始
め

た
。
そ
の
際
、
上
海
道
台
の
同
意
書
を
受
け
取
り
、
そ
れ

を
広
告
と
し
て
利
用
し
、
ま
た
先
に
触
れ
た
銭
荘
の
銀
行

券
利
用
を
受
け
て
、
中
国
人
の
間
で
普
及
さ
せ
た 
 

。
日
露

戦
争
後
、
日
本
政
府
は
正
金
に
よ
る
中
国
関
内
各
地
の
銀

行
券
発
行
を
規
定
す
る
た
め
の
法
令
を
出
し
た
。
そ
の
法

的
規
定
に
は
主
に
、
銀
行
券
を
発
行
す
る
際
、
銀
行
券
と

同
額
以
上
の
発
行
準
備
を
保
有
す
る
こ
と
及
び
発
券
銀

行
が
政
府
の
厳
格
な
監
督
を
受
け
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い

る 
 

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
正
金
は
英
系
銀
行
で
あ
る
Ｈ
Ｓ
Ｂ

Ｃ
と
Ｃ
Ｂ
と
同
じ
よ
う
に
、
銀
行
券
発
行
に
あ
た
っ
て
厳

（
８
）

（
９
）

（
　
）
１０

表２　外国銀行上海支店の預金構成（１９００-１９１３年）

CB正金

合計短期預金当座預金定期預金合計別段預金当座預金定期預金
A/BBAA/BBA年末 

５５％２,００９１,１０５９０４３３％１,１０６４６４３６１２８１１９００
６０％２,０３１１,２２７８０４４６％９９８１５７４５８３８３１９０１
３９％３,０７０１,１８４１,８８６５０％３,０３７４３６１,５１７１,０８４１９０２
４３％２,２７７９８１１,２９６４４％３,１６８７６３１,３８１１,０２５１９０３
５８％２,０７４１,２１８８５６４７％２,８４１７８２１,３３１７２８１９０４
５９％２,０１６１,１８７８２９１４％３,５５１２,２３４４９１８２６１９０５
６０％２,０２８１,２２１８０７１９％３,０３４１,３８９５７６１,０６９１９０６
６７％２,６１６１,７５０８６６３２％２,６２１４３２８２９１,３６０１９０７
５６％３,１７９１,７８６１,３９３２９％３,３３５１６９９６４２,２０２１９０８
５６％２,７５７１,５４９１,２０８２６％３,７２３１７０９８２２,５７１１９０９
７０％４,２４１１１３２,９５０１,１７８２３％５,０００１,２８５１,１５０２,５６６１９１０
６２％５,０７２３,１６６１,９０６３７％６,０６６１,１２６２,２３７２,７０３１９１１
４２％６,１０６１７０２,５９１３,３４５４２％６,４１９７５４２,６８０２,９８５１９１２
４９％５,２４９３７２,６４７２,５６５３４％８,９０２２,５６７２,９９５３,３４０１９１３

注記：横浜正金銀行、チャータード銀行の数字は年末の残高である。香港上海銀行の数字は調査時期
によって異なる。

出所：横浜正金銀行に関して、１９００-１９０７年は、横浜正金銀行『半季報告』各季版により作成、１９０８-
１９１３年は、大蔵省『銀行及担保付社債信託事業報告』（第３３-３８次）による。

　　　チャータード銀行に関して、Chartered Bank of India, Australia and China, half-yearly branch 
balance sheet, １８５８-１９７２, Vol.１-３２, Guildhall Ms ３１５１９による。

　　　香港上海銀行に関して、Inspector’s Report on Shanghai Branch, １９０４, １９０８, １９１１, １９１５による。
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し
い
規
制
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
銀
行
券
の
流
通
高
は
季
節
性
が
強
く
、
一
月
が
最
も
多
く
、
そ
の

後
次
第
に
減
少
す
る
。
そ
れ
は
旧
正
月
の
年
末
に
需
要
が
高
い
か
ら

で
あ
る
。
流
通
高
の
う
ち
の
か
な
り
の
部
分
は
後
に
見
る
チ
ョ
ッ

プ
・
ロ
ー
ン
と
い
う
貸
出
を
通
じ
て
行
わ
れ
た 
 

。
表
３
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
正
金
は
、
銀
行
券
発
行
高
が
急
ピ
ッ
チ
に
伸
び
、
一
九
〇

二
年
～
一
九
〇
五
年
の
間
で
は
約
八
倍
に
増
大
し
、
Ｃ
Ｂ
の
発
行
高

（
　
）
１１

表３　外国銀行上海支店銀行券発行（１９００-１９１３年）

シェアHSBCシェアCBシェア正金年末

２５３１９００
３８１１９０１
３９５１１５１９０２

１,０７６３２６２９２１９０３
５２６７１４１９０４
４８０１,０１８１９０５

４５％１,２６８１８％５０３３７％１,０３７１９０６
５４４９６４１９０７
４９６５６３１９０８

５７％１,２９１１８％４０８２６％５８４１９０９
３９５５４６１９１０

６１％１,６５５２２％５８７１８％４８０１９１１
６７９９５５１９１２
９３３１,０９９１９１３

注記：単位は千上海両。１９０８年以降の正金の銀行券発行高
を１上海両＝０.７２弗で上海両に換算した。

　　　HSBCに関して、日付が調査日によって異なるので、
残高が年度末のものではない。

出所：１９０２～０５年の正金の発券高に関しては、『明治大正財
政史』第１５巻、４１５～１７頁による。その他は表２と同じ。

１９１３年） （単位：千上海両）

HSBCCB

合計当座貸越
株式担
保貸付

ローン合計
利付為替手形
・手形割引

当座貸越
銀行・
銭荘貸付

固定
ローン

A/BBAA/BBA

１０,０００１,９７４６１％１,５４６５６９４００５５０
１０,２００３,３０５５３％２,３９２６１,２７５６２０４９１
１４,５００３,１５９５５％２,６１６７５１,４３９２１０８９２

２８％１５,０００４,２５５２,６４７５,７７７４２％２,０８８１５７８７８６８２３７１
２９％１５,２００４,４１２２,５５７４,５０１３６％１,９９８３０４７１７５９４３８３
４２％１１,４００４,８３０２,３５０５,０７８４３％２,２７０７８９８３３２２８８７
４０％１３,０００５,１７０２,６３９５,３２６３６％３,０１３２１,０８３８１０１,１１８
４７％１５,７５６７,３９０２,５５７６,４９３３８％２,１８７１３８２９２３１１,１１４
３８％１７,５６０６,７０６１,８１２８,３５８４０％２,４４９３７９９０３２２１,１００
４０％１８,１６１７,２０４２,５０４８,４１８２５％３,３４６２１８８４７９５５１,３２６
３８％２１,３６２８,１９８３,８３４９,２８７４０％２,４４０８９７９６０５８４８
５１％２０,４７６１０,４０９２,６７３７,３６９４８％２,４８３３１,１９７５０８７７５

６４％２,９５５１９１,９０４０１,０３２
６２％２,８２２６３１,７４４２５９９０
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を
上
回
り
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
発
行
高
に
迫
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
後
発
行

高
は
減
少
に
転
じ
、
一
九
一
二
年
に
よ
う
や
く
大
幅
に
増
加
し
始
め

た
の
で
あ
る
。
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
・
Ｃ
Ｂ
と
比
較
し
て
大
幅
に
変
動
し
た
こ

と
が
正
金
の
特
徴
と
思
わ
れ
る
。

　
一
九
〇
八
年
に
な
る
と
、
上
海
に
進
出
し
て
い
た
ほ
と
ん
ど
の
外

国
銀
行
は
銀
行
券
を
発
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
る
推
計
で
は
、

一
九
〇
八
年
末
の
銀
行
券
発
行
高
は
、
中
国
通
商
銀
行
の
一
八
〇
万

弗 
 

、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
一
八
〇
万
弗
、
Ｃ
Ｂ
の
二
〇
万
弗
、
独
亜
銀
行
の

四
〇
万
弗
、
華
比
銀
行
の
三
〇
万
弗
、
露
清
銀
行
の
三
〇
万
弗
、
正

金
の
一
二
〇
万
弗
、
中
国
通
商
銀
行
以
外
の
中
国
系
銀
行
の
三
〇
万

弗
と
な
っ
て
い
る 
 

。
正
金
は
発
行
高
で
は
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
に
次
ぎ
外
国
銀

行
の
中
で
二
位
を
占
め
て
い
た
。

（
３
）　
貸
出
業
務

　
表
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
貸
出
業
務
も
預
金
業
務
と
同
じ
く
Ｈ

Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
規
模
が
最
も
大
き
く
、
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
る
。

Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
一
九
〇
四
年
～
〇
五
年
に
か
け
て
大
幅
な
減
少
と
な
っ

た
が
、
そ
の
後
順
調
に
拡
大
し
て
い
た
。
一
方
、
Ｃ
Ｂ
の
貸
出
合
計

額
は
一
九
〇
一
年
～
一
三
年
の
間
に
増
減
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
万
両

台
～
三
〇
〇
万
両
台
で
推
移
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
正
金
の

（
　
）
１２

（
　
）
１３

貸
出
業
務
は
一
九
〇
五
年
～
〇
六
年
に
急
増
し
た
が
、
そ
の
後
一
九

〇
九
年
ま
で
に
か
け
て
減
少
し
、
一
九
一
一
年
か
ら
は
再
び
増
加
に

転
じ
た
。
正
金
の
貸
出
の
変
動
幅
は
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
・
Ｃ
Ｂ
と
比
較
し
て

大
き
か
っ
た
こ
と
が
同
表
か
ら
わ
か
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
一
九
〇

六
年
五
月
に
天
津
支
店
・
北
京
支
店
の
余
剰
資
金
、
為
替
資
金
が
上

海
で
運
用
さ
れ
た
こ
と
や
、
貿
易
の
不
振
に
よ
る
為
替
業
務
の
低
迷

で
資
金
が
貸
出
業
務
と
し
て
運
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
正
金
の
貸

出
業
務
の
中
で
の
当
座
貸
越
残
高
の
割
合
は
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
・
Ｃ
Ｂ
と

比
較
し
て
目
立
っ
て
低
か
っ
た
。
当
座
貸
越
で
は
基
本
的
に
信
用
の

表４　外国銀行上海支店貸出構成の比較（１９００-
正金

合計
利付為替手形
・割引手形

当座貸越
定期
貸付金

A/BBA年末 

４１％３７０２９１５２１８９１９００
１２％１,６５７８０１９８１,３７８１９０１
２９％９８１４２２８０６５８１９０２
２８％１,２１７１１９３３９７５８１９０３
１８％１,４０４９２４６１,１４９１９０４
１７％１,５５４４９２５７１,２４８１９０５
１４％５,４９２２９３７４９４,４５０１９０６
 ９％４,３３８１３７３７８３,８２４１９０７
 ２％３,４０８１,５００６６１,８４２１９０８
２９％１,７９６９５５１６１,１８５１９０９
３７％２,６８７１３８９９０１,５５９１９１０
１６％４,４１３９７１５３,６８９１９１１
１４％６,５０２１９９２９５,５５４１９１２
２１％８,４１９３１１,７５８６,６３０１９１３

注記：横浜正金銀行上海支店の貸出には滞貸金が含
まれていない。

出所：表２と同じ。
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あ
る
商
社
や
個
人
に
の
み
信
用
供
与
が
行
わ
れ
る
。
貿
易
に
関
連
す

る
貸
出
で
は
、
事
前
に
融
資
高
が
確
定
で
き
る
輸
入
と
関
連
す
る
業

務
に
つ
い
て
は
ロ
ー
ン
の
形
を
取
り
、
商
品
を
仕
入
れ
る
前
に
融
資

を
受
け
る
と
い
う
輸
出
と
関
連
す
る
も
の
は
当
座
貸
越
と
い
う
形
で

行
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
場
合
、
一
九
一
五

年
一
一
月
、
三
〇
〇
〇
以
上
あ
る
当
座
口
座
の
う
ち
の
約
四
〇
〇
の

口
座
が
当
座
貸
越
を
受
け
た
。
こ
う
し
た
当
座
貸
越
に
お
い
て
不
動

産
と
株
式
が
担
保
の
六
一
％
に
上
っ
た 
 

。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
に

お
い
て
英
租
界
の
土
地
や
株
式
は
銀
行
担
保
と
し
て
大
変
重
要
で
あ

（
　
）
１４

る
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
英
系
銀
行
と
違
っ
て
、
上
海

株
式
市
場  
 

と
関
連
の
薄
か
っ
た
正
金
は
、
不
動
産
を
抵
当
と
す
る
貸

付
を
行
わ
な
い
と
い
う
経
営
方
針
を
取
っ
て
お
り
、
当
座
貸
越
を
通

じ
て
有
力
な
貸
付
先
へ
資
金
供
与
を
行
う
よ
り
も
、
定
期
貸
付
金
と

い
う
形
で
貸
出
を
行
っ
た
。

　
定
期
貸
付
金
の
貸
付
先
は
商
人
の
ほ
か
に
、
伝
統
的
金
融
機
関
の

銭
荘
で
あ
る
。
銭
荘
へ
の
短
期
貸
付
は
チ
ョ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
と
呼
ば

れ
、
こ
う
し
た
貸
付
は
無
担
保
で
通
常
は
一
日
～
二
日
の
短
期
間
の

も
の
だ
が
、
貸
し
手
は
自
分
の
都
合
で
い
つ
で
も
回
収
で
き
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。
こ
う
し
た
チ
ョ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
は
外
国
銀
行
の
上
海

金
融
市
場
に
対
す
る
支
配
の
手
段
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
西
村
閑
也
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
最

有
力
の
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
が
実
際
に
は
チ
ョ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
の
貸
付
に
は
非

常
に
慎
重
で
あ
っ
た
。
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
チ
ョ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
貸
付
高
が

同
行
上
海
支
店
貸
出
残
高
に
占
め
る
割
合
は
約
五
％
に
す
ぎ
な
い 
 

。

こ
れ
に
対
し
て
、
表
５
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
一
九
〇
八
年
六
月
末

の
正
金
上
海
支
店
の
チ
ョ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
貸
付
金
額
は
大
き
く
、
同

貸
付
が
同
行
上
海
支
店
貸
出
残
高
の
八
〇
％
に
も
達
し
て
い
る
。
同

行
が
チ
ョ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
へ
重
く
傾
斜
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
で

あ
ろ
う
。
チ
ョ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
に
関
し
て
、
正
金
は
「
一
見
危
険
ノ

（
　
）
１５

（
　
）
１６

表５　外国銀行上海支店のチョップ・ローン貸
付残高（１９０８年） （単位：千上海両）

合計その他HSBCCB正金日月

２,210１,808７２９０２４０２５１
６,970４,900２００４２０１,450２５２
１３,487７,970２,977４７０２,070２８３
１６,414９,410２,994７５０３,260１６４
１８,400１１,910１,650９２０３,920３０５
１８,870１２,250１,170１,050４,400２７６
１９,750１２,780１,630８９０４,450２５７
２１,020１３,900１,710８９０４,520２９８
１７,780１１,460８８０８４０４,600２６９
１０,100７,550５８０９３０１,040３１１０
２,300２,000１９００１１０２８１１
４２４３５２３６３６０２４１２

出所：Shizuya Nishimura, ‘The Foreign and Native 
Banks in China: Chop Loans in Shanghai and 
Hankow before 1914’, Modern Asian Studies 39, 
no. 1 （2005）より作成。
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観
ア
ル
モ
、
買
弁
ノ
周
到
ナ
ル
注
意
ト
又
支
那
銀
行
組
合
ノ
厳
重
ナ

ル
規
約
及
共
済
ノ
慣
習
ト
ハ
、
各
外
国
銀
行
ヲ
シ
テ
安 
神 
シ
テ
巨
額

マ
マ

ノ
放
資
ヲ
敢
テ
セ
シ
メ
、
曽
テ
何
等
不
都
合
ア
リ
タ
ル
コ
ト
ナ
シ  
 

」

と
の
見
方
を
持
ち
、
そ
れ
が
安
全
な
融
資
だ
と
考
え
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
チ
ョ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
の
貸
付
金
利
は
ど
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

か
。
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
側
の
資
料
で
は
、
正
金
が
市
場
金
利
で
チ
ョ
ッ
プ
・

ロ
ー
ン
を
与
え
て
お
り
、
他
の
外
国
銀
行
よ
り
も
低
い
金
利
で
貸
し

付
け
た
と
書
か
れ
て
い
る 
 

。
こ
れ
が
同
行
上
海
支
店
の
収
益
を
低
く

し
た
要
因
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
一
九
〇
八
年
末
、
上

海
で
の
金
融
逼
迫
に
よ
り
、
正
金
は
チ
ョ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
貸
付
の
大

半
を
回
収
し
た
。
そ
れ
を
契
機
に
同
行
の
チ
ョ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
貸
付

は
大
幅
に
縮
小
し
た 
 

。
ち
な
み
に
、
銭
荘
に
よ
る
外
国
銀
行
へ
の

チ
ョ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
供
与
が
少
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
っ
た
か
。

正
金
の
東
洋
支
店
長
会
議
録
で
は
、
買
弁
組
合
の
協
議
に
基
づ
き
、

チ
ョ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
を
仲
介
す
る
買
弁
は
借
り
手
か
ら
年
利
一
・
五

％
の
手
数
料
を
徴
収
す
る
と
書
か
れ
て
い
る 
 

。
こ
の
こ
と
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
上
海
金
融
市
場
に
お
い
て
外
国
銀
行
が
銭
荘
に
対
し

て
優
位
に
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

（
　
）
１７

（
　
）
１８

（
　
）
１９

（
　
）
２０

お
わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
以
降
の
正
金

の
上
海
で
の
経
営
は
、
先
発
の
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
や
Ｃ
Ｂ
を
意
識
し
な
が
ら
、

預
金
金
利
の
引
き
上
げ
を
通
じ
て
預
金
を
集
め
、
積
極
的
に
銀
行
券

を
発
行
し
た
結
果
、
急
速
に
規
模
の
拡
大
を
達
成
し
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
や

Ｃ
Ｂ
の
成
長
を
抑
制
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｈ
Ｓ

Ｂ
Ｃ
や
Ｃ
Ｂ
と
比
べ
て
在
上
海
の
商
人
と
の
取
引
関
係
が
希
薄
な
正

金
は
、
有
力
な
貸
付
先
を
持
た
ず
、
貿
易
不
振
を
契
機
と
し
た
資
金

余
剰
を
流
動
性
の
高
い
短
期
貸
付
へ
傾
け
た
。
そ
れ
は
経
営
リ
ス
ク

を
高
め
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
収
益
性
を
著
し
く
低
下
さ
せ
た
の
で

あ
る
。

　
石
井
寛
治
氏
の
研
究 
 

に
よ
れ
ば
、
同
時
期
の
正
金
の
収
益
率
・
配

当
率
は
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
を
大
幅
に
下
回
り
、
日
露
戦
争
後
に
は
配
当
率
に

お
い
て
Ｃ
Ｂ
に
も
凌
駕
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
分
析
し
て

き
た
上
海
支
店
に
関
し
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。（

１
）　
こ
こ
で
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
出
版
さ
れ
た
論
文
や
著
書
を

取
り
上
げ
る
。
小
島
仁
『
日
本
の
金
本
位
制
時
代
』（
日
本
経
済

（
　
）
２１
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評
論
社
、
一
九
八
一
年
）、
平
智
之
「
第
一
次
大
戦
前
の
国
際
金
本

位
制
下
の
横
浜
正
金
銀
行
─
日
銀
の
兌
換
制
維
持
政
策
と
の
関
連

に
お
い
て
─
」（『
金
融
経
済
』
二
〇
八
号
・
二
〇
九
号
、
一
九
八

四
年
）、
斎
藤
寿
彦
「
横
浜
正
金
銀
行
の
本
来
の
外
国
為
替
銀
行

化
過
程
」（『
三
田
商
学
研
究
』
二
八
巻
五
号
、
一
九
八
五
年
）、
斎

藤
寿
彦
「
日
清
戦
争
以
後
に
お
け
る
横
浜
正
金
銀
行
の
外
国
為
替

業
務
の
発
展
と
信
用
」（『
三
田
商
学
研
究
』
二
八
巻
六
号
、
一
九

八
六
年
）、
石
井
寛
治
『
近
代
日
本
金
融
史
序
説
』（
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
九
九
年
）、
横
内
正
雄
「
第
一
次
大
戦
前
に
お
け
る
横

浜
正
金
銀
行
ロ
ン
ド
ン
支
店
─
準
備
的
考
察
─
」（
東
北
大
学

『
研
究
年
報
経
済
学
』
四
六
巻
三
号
、
一
九
八
四
年
）。

（
２
）　
平
智
之
「
日
本
帝
国
主
義
成
立
期
、
中
国
に
お
け
る
横
浜
正
金

銀
行
」（
東
京
大
学
『
経
済
学
研
究
』
二
五
号
、
一
九
八
二
年
）。

同
論
文
の
利
付
手
形
の
数
値
の
問
題
点
に
関
し
て
は
石
井
寛
治
、

前
掲
書
、
二
三
四
頁
に
参
照
。

（
３
）　Shizuya

N
ishim

ura,
“the

Foreign
and

         
     
                      N

ative
B
anks

in

 
       
        

C
hina:

C
hop

Loans
in
Shanghai

and
H
a

 
       
                           
 nkow

”,

    
   M

odern
 
      

A
sian

Studie

 
           s  ,39.1,2005

             .  

（
４
）　
資
料
の
収
集
に
あ
た
っ
て
、H

SB
C
G
roup

A
rchives

 
  
 
  
      
        
の
ア
キ

ビ
ス
ト
で
あ
るE

dw
in
G
reen

 
  
    
    

氏
とSara

K
insley

 
     
      

氏
の
多
大
の

協
力
や
、
ま
た
西
村
閑
也
氏
の
Ｃ
Ｂ
に
関
す
る
資
料
の
ご
提
供
を

受
け
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
あ
ら
わ
し
た
い
。

（
５
）　
大
蔵
省
『
大
日
本
外
国
貿
易
年
表
』
の
当
該
年
度
を
参
照
。
こ

こ
で
の
中
国
は
関
東
州
、
香
港
を
含
ん
で
い
な
い
。

（
６
）　
第
一
回
東
洋
支
店
長
会
議
録
。

（
７
）　Inspector’s

R
eport

on
Shanghai

B
ranc

             
                   
    h,

1913,
H
SB
C

          
  
 
 

G
roup

A
rchives

 
      
       .  

（
８
）　
中
国
人
民
銀
行
上
海
市
分
行
編
『
上
海
銭
荘
史
料
』（
上
海
人

民
出
版
社
、
一
九
六
〇
年
）
五
九
～
六
〇
頁
。

（
９
）　「
上
海
デ
紙
幣
ヲ
出
シ
マ
シ
タ
ト
キ
ニ
ハ
、
道
台
ノ
奥
意
書
タ

ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
ヲ
得
マ
シ
テ
、
ソ
レ
ヲ
広
告
モ
シ
、
又
支
那
ば
ん
く

ヲ
モ
使
ヒ
マ
シ
テ
支
払
ニ
大
変
使
ッ
テ
貰
ッ
タ
コ
ト
モ
ア
リ
マ

ス
」（
第
二
回
東
洋
支
店
長
会
議
録
、
一
三
七
～
一
三
八
頁
）。

（
　
）　
郭
予
慶
『
近
代
日
本
銀
行
在
華
金
融
活
動
─
横
浜
正
金
銀
行

１０
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）』（
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
一
九
五
頁
。

（
　
）　
第
二
回
東
洋
支
店
長
会
議
録
、
二
六
四
頁
。

１１
（
　
）　
こ
の
時
期
に
上
海
に
流
通
し
て
い
る
弗
（
銀
元
）
は
メ
キ
シ
コ

１２
ド
ル
が
基
準
と
な
っ
て
い
る
。

（
　
）　
第
二
回
東
洋
支
店
長
会
議
録
。
も
っ
と
も
、
同
じ
一
九
〇
八
年

１３
頃
、
中
国
通
商
銀
行
以
外
の
中
国
系
銀
行
が
続
々
と
銀
行
券
を
発

行
し
始
め
た
。
中
国
商
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
上
海
総
商
会
と
い

う
商
業
会
議
所
が
北
京
の
公
使
団
へ
抗
議
を
申
し
入
れ
、
そ
の
結

果
、
中
国
系
銀
行
の
銀
行
券
発
行
が
増
大
し
、
外
国
銀
行
の
発
行

を
大
き
く
け
ん
制
し
た
の
で
あ
る
。

（
　
）　Inspector’s

R
eport

on
Shanghai

B
ranc

             
                   
    h,

1916.
H
SB
C

          
  
 
 

１４G
roup

A
rchives

 
      
       .  

（
　
）　
拙
稿
「
清
末
上
海
に
お
け
る
事
業
投
資
と
そ
の
資
金
調
達
─
ゴ

１５
ム
株
式
恐
慌
（
一
九
一
〇
年
）
に
至
る
過
程
を
中
心
に
─
」（『
社

会
経
済
史
学
』
六
三
巻
五
号
、
一
九
九
七
年
）
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
正
金
は
上
海
で
の
上
場
企
業
へ
の
資
金
供
与
を
行
っ
て
い
な
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か
っ
た
。

（
　
）　Shizuya

N
ishim

ura,
         
     
     op.cit

      .  

１６
（
　
）　
第
一
回
東
洋
支
店
長
会
議
録
。

１７
（
　
）　Shizuya

N
ishim

ura,
         
     
     op.cit

      .  

１８
（
　
）　
第
二
回
東
洋
支
店
長
会
議
録
。

１９
（
　
）　「C

hop
Loan

 
        

ノ
利
率
ニ
就
テ
申
サ
ン
ニ
買
弁
ハ
保
証
料
ノ
意

２０
味
ニ
テ
カ
、
各
銀
行
買
弁
申
合
セ
ノ
上
、C

hop
Loan

 
        

ニ
対
シ
、

日
歩
四
厘
ノ
利
差
ヲ
収
ム
。
即
チ
銀
行
ニ
対
ス
ルC

hop
Loan

 
        

日

歩
壱
銭
（3

5/8%p.a.

          
）
ノ
時
ハ
借
先
ヨ
リ
実
際
壱
銭
四
厘
（5   

1/8%p.a.

        
）
ヲ
取
リ
立
テ
居
ル
ナ
リ
故
ニ
上
海
支
店
カ
市
場
ヨ
リ

C
hop
Loan

 
        

ニ
テ
借
入
金
ヲ
ナ
サ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
日
々
ノ
報
告

に
係
ル
利
率
ニ
約1

1/2%

 
     

ヲ
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
能

ハ
ス
ト
承
知
ア
リ
タ
シ
。
外
国
銀
行
カ
市
場
ヨ
リ
借
金
ス
ル
ハ
敢

テ
珍
ラ
敷
事
ニ
非
ス
シ
テ
、
昨
年
末
香
上
銀
行
サ
ヘ
モ
約
二
百
万

両
（8%

p.a.

       
）
ニ
テ
一
カ
月
借
入
レ
タ
リ
、
露
清
モ
同
シ
ク
借
入

レ
タ
リ
、
上
海
支
店
買
弁
ノ
言
フ
所
ニ
テ
ハ
何
時
ニ
テ
モ
三
百
万

位
ハ
借
得
ル
ト
ノ
事
ナ
リ
然
レ
ト
モC

hop
Loan

 
        

ニ
テ
大
金
ヲ
借

ル
ハ
危
険
少
カ
ラ
ナ
ル
カ
故
、
期
限
ヲ
定
ム
ル
方
望
マ
シ
キ
ナ

リ
」（
第
一
回
東
洋
支
店
長
会
議
録
）。

（
　
）　
石
井
寛
治
、
前
掲
書
、
二
五
九
～
二
六
〇
頁
。

２１

（
し
う
　
ま
ん
は
ん
・
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
研
究
員
、

同
大
学
非
常
勤
講
師
）


